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　2018年の開業当初から「インビザラ
インGo」（以下：iGo）を導入。2021年 

には、患者さんの負担軽減と飛沫感染
を防ぐため、口腔内スキャナー「iTero」
を追加導入しました。当院では初診の
際に、歯周検査、パノラマ撮影、口腔
内写真撮影、位相差顕微鏡による細菌
チェックに加えて、「iTero」による口腔
内スキャンを行い、う蝕、歯肉、歯並
び、咬合などの現状を確認。口腔内の
リスク要因を満遍なく説明し、次回来
院時に今後必要な治療についてお話し
します。その後、「iGo」による矯正治

療に至った場合は、「クリンチェック治
療計画」上で細かい調整を行いながら
治療のゴールを決めていきます。さら
にそこに補綴治療を組み合わせる際に
は、矯正治療と補綴治療の両方を同時
に視覚化する「スマイルアーキテクト」
にて治療計画を立て、一連の治療が終
了するまでのプロセスをご説明します。
　う蝕治療や歯周治療の場合、先に咬
合を改善した上で治療を行うことが良
好な予後につながると考えています。
ですから、例えばインレーが脱離した
場合も、“外れたから治療する”ので

はなく、“なぜ外れたのか”を考える
べきで、その原因はたいてい咬合の問
題に帰結します。その原因を取り除く
手段として矯正治療が必要になるわけ
です。ただ、細かい要望を矯正専門医
に伝えるのは難しく、だからこそ一般
開業医が単独で対応できる「iGo」が有
効だと感じています。修復補綴を長期
的に維持するための条件は、患者さん
の咬合を安定させることです。そのた
め私は「iGo」を単なる矯正ツールとし
てではなく、咬合改善のための“補綴
の一環”という感覚で使用しています。

アライナー矯正装置を用いた
部分矯正治療と補綴治療の
組み合わせがもたらす効果

症例1-5　補綴前矯正治療を終え、ラミネー
トベニアを装着。クオリティを求める患者さ
んの意向を踏まえ、ラミネートベニア製作は
信頼できるラボに依頼した。

症例1-2　「iGo」の「スマイルアーキテクト」を
活用することで、矯正治療と補綴治療それぞ
れの治療計画を単一のプラットフォームで視
覚化することができる。

症例1-3　ラミネートベニアの厚み1mmが確
保できるよう「スマイルアーキテクト」を用い
てカウンセリングと治療計画の立案を行った。

症例1-4　15週の治療計画で「iGo」による矯正
治療を開始。ラミネートベニアの厚み（1mm）
を確保できる位置への歯牙移動を行った。

症例1-1　当院にてメインテナンスを行ってい
た30代女性。口腔内は安定期に入っているが、
₂₂における審美障害の改善を希望されたた
め、「iGo」による部分矯正治療を補綴治療前に
行い、その後ラミネートべニア修復を行うこと
とした。

症例1-6　補綴前矯正治療を行ったことで、
患者満足度の高い審美回復を得ることができ
た。現在もメインテナンスを継続している。
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症例1：ラミネートベニアによる症例
　開業当初からメインテナンスを継続
してきた30代女性。安定した口腔内を
保っていましたが、₂₂が矮小歯で舌
側に傾斜していることが気になるとの
ことで、「iGo」による矯正治療とラミ
ネートベニアによる審美修復治療を提
案。「スマイルアーキテクト」で作成し
た矯正・補綴の治療計画に基づき、矮
小歯をベニアに必要な1mmの厚さを
維持できる位置まで誘導し、歯列弓を
アーチ状に整えて咬合の安定を図りま
した。「スマイルアーキテクト」はミリ
単位で移動範囲を決めることが可能で
す。本症例でも、その恩恵によって2

本とも意図した位置に誘導することが
でき、必要以上に切削することなくラ
ミネートベニア装着が完了しました。
デジタル技術を用いて1dayで自院製
作するのも一つの方法ですが、本症
例では患者さんがスピードよりクオリ
ティを求められたため、信頼できるラ
ボに依頼。デジタル一辺倒ではなく、
ニーズによっては歯科技工士が培った
長年の技術というアナログを活かすこ
とも一つの選択肢だと考えています。

症例2：ジルコニアフルクラウンの症例
　₂の審美障害で来院した30代女性。
下顎の前歯に叢生、上顎にも歯列不正
が認められたことから、咬合の安定
を目指して全顎矯正治療を提案しま
した。しかし患者さんは時間的な問題
から「iGo」を希望されたため、₁を抜
歯し前歯部を矯正する治療計画を再提
案し、同意を得ました。₁の抜歯後、
矯正治療を開始し、上顎のアーチを改
善したところで₂をフルクラウンによ
る修復治療を行い、治療を終えまし
た。患者さん自身が「iGo」による部分
矯正治療を選択されたということを踏
まえ、₆の舌側傾斜が原因で前歯にト
ラブルが起こる可能性が残っているこ
とは本人に伝えました。歯科衛生士に
は、下顎前歯が上顎前歯に当たってい
ないか、咬合紙の色の付き方やガイド
が維持できているかを確認するよう共
有しています。

症例3：メインテナンスから部分矯正治
療に進展した症例
　安定した口腔内を保つ30代女性。
前歯の叢生と左右非対称であること

が気になり、「iGo」での治療を希望。
₅₅が舌側傾斜する鞍状歯列弓で、
₆₅₅₆の咬頭嵌合位での咬合が確立
されておらず、将来的に咬合が理由で
前歯にトラブルが起こる可能性がある
ことから、咬合再構成を提案しまし
た。歯科における一般開業医の役割
は、患者さんの口腔内が安定し、10

年後、20年後も歯を失わずにいられ
る方法を考えることです。主訴だけで
なく、口腔内の長期安定のため咬合ま
でしっかりと診て適切なコンサルテー
ションを行い、治療につなげていくこ
とが重要です。
　「iGo」を導入するメリットは、歯列
を補正し、咬合を改善することで、
手間と費用をかけて装着した補綴装置
が長く維持できるようになること。
そうした治療の価値を発信することで
患者さんのデンタル IQを高め、「そう
した治療を受けたい」と自発的に人が
集まってくるようなクリニックになれ
ば、自費診療の提案も行いやすく、経
営の安定化も図れますし、それがひい
ては日本の歯科レベルの底上げにもつ
ながるではないかと考えています。

症例3-1　前歯の叢生と左右非対称であるこ
とを主訴に来院した30代女性。「iGo」によ
る前歯部矯正治療に加えて、₅₅を立ち上げ
て、咬合再構成を行うことを提案した。

症例2-2　20週という短期間で歯列不正を改
善。「クリンチェック治療計画」を再現性高く
実行できた。「iGo」は矯正の範囲などに制約
はあるが、歯牙移動について非常に再現性が
高いことがわかる。

症例2-3　矯正治療後、₂にジルコニアフル
クラウンを装着。患者さんの主訴である審美
回復を得ることができた。

症例2-4　咬合における懸念点があり、今後
も継続的なメインテナンスが必要と考える。
本治療後に「インビザラインGo Plus」がリ
リースされ、第一大臼歯までの矯正治療が可
能となったことは喜ばしいことと考える。

症例2-1　₂の形態異常を主訴に来院した30
代女性。審美回復には矯正治療が必要と説明
したが、全顎的な矯正は希望されなかった。
半年以内に終了する「iGo」による部分矯正治
療には同意が得られたため、₁抜歯後に治療
を開始した。

症例3-2　叢生の改善に加え、咬合の安定を
得ることができた。表層だけでなく、深層ま
でしっかり診て判断し、対応することが大切
である。
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